
リバラという言葉をご存

知ですか？　Eテレの番組

「バリアフリー・バラエティー・ショ

ウ」の略で「バリバラ」です。

　特定の番組の宣伝をしたり、肩入

れをしたりするわけではありません

が、障害者にスポットを当てている

かなり画期的な番組です。一度観て

みてください。

　先日、ある企業の事務所の階段に

手すりが取り付けられていることに

気がつきました。聞くと、つい最近

工事をした。障害のある人を雇うた

めに、来てもらいやすくするため

に、まずはできることから始めた

んだ、安直かもしれないがここから

始まると言っていました。その一歩

は大きな一歩です。

　「しょうがいしゃ」と表記する場

合は、障害者、障がい者、障碍者と、

少なくとも３とおりの書き方があ

ります。

　どれが正しくてどれが間違いとい

うことはないようですが、「害」の

字の持つ差別的インパクトから漢字

を避けて平仮名表記がよいとされ

て、表記には多様性があります。

　ちなみに法律は、「障害を理由と

する差別の解消の推進に関する法

な機会ではないかと思うからです。

　キャリアコンサルタントとして勉

強をするなかで、先日、障害者雇用

の現場に関わる二人の話を聞く機会

がありました。

　一人は特別支援学校の先生、もう

一人は障害者対象の有料人材紹介

エージェントです。どちらの話も興

味深く、そしてどちらの人も、私の

日常生活の行動範囲の中ではなかな

か会えない人です。

　都立王子特別支援学校の松井先生

は、同じことをおっしゃっていまし

た。「分けてしまっている現実があ

るから、知ってもらう機会を、とも

に学ぶ機会を失っている」と。

　「分ける」とは、近くの学校と遠

くの支援学校、つまり健常者と障害

者とにです。確かに、私が小学生の

ときを思い出すと、クラスに一人は

何らかの障害を持った同級生がいた

ように思います。かずこちゃんとか

宮本君とか、です。

　体育の授業の前の着替えを手伝っ

たり、給食当番が一緒のときは配膳

しやすいものを配ってもらったり、

と小学生なりのサポートを普通にし

ていたことを覚えています。だって

友達だから、当たり前でした。

　さらに、松井先生がおっしゃった

ことです。

　「障害者への対応は難しいとよく

言われる。確かにそうなのかもしれ

ない。では、学校を出たての健常者

の対応は容易なのか、と私は尋ねる

のです」

　考えさせられる一言でした。

　また、有料の障害者人材紹介エー

ジェントの Nさんは、ビジネスと

しての側面を、次のように端的に話

してくれました。

　以前はほとんど考えられなかった

のに、最近は企業側からの求人が目

立つようになり、求職側（障害者）

とのマッチングにニーズがあるので

す。障害者採用の場合はその人あ

りき、個々に障害が異なり、程度も

異なり、その人に何ができるのかで

企業と交渉をしていく。障害者の能

力や対人スキル、コミュニケーショ

ン力などをチェックして、受け入れ

側の企業とすり合わせることが必要

です。

　当初は中小企業が担い手だったが

市場は大企業にも広がっている、転

職希望もある。

　「就職はゴールではなくスター

ト」、そうはっきりと言い切るとこ

ろに、現場で障害者と向き合う現実

的な視点を感じました。

　また、「求人の多くは、知的障害

者です」「せっかく就職しても定着

率が悪く、すぐに転職してしまう

ケースも少なくない」と、かなり言

いづらいことも率直に話してくれま

した。

　清掃は、障害者雇用に適している

職種と言われます。

　ビルメン協会では、各地で積極的

に指導にあたっていると聞きます。

多くの方に働く場の提供ができるこ

とは、ご本人やご家族にとって、ま

た社会貢献的な意味合いからも大切

なことです。

　「俺たち私たちを、障害者と同じ

目で見ているのか」と反発されるか

もしれないと危惧したけれども、現

場は驚くほど親切に「仲間」として

受け入れてくれたという話を耳にし

ます。

　作業の内容によっては仕組みを変

えたり、ちょっとした改善ができた

りすれば障害者ができる仕事を生み

出せるのかもしれない。

　一方、日々の仕事の中での、障害

者の面倒を見る負担は軽視できな

い、これも事実です。

　障害者を雇わないペナルティーを

課せられたほうが楽だと見る経営者

もいるだろうと思います。しかし、

そこが、企業の社会的責任なのでは

ないでしょうか。そして雇うと決め

たらその決意を現場に正しく伝えて

いくこともまた、責任です。

　現場の理解と協力あってこその障

害者雇用の前進だと考えます。でき

ることから始める、企業も個人も。

そのできることの第一歩が、知るこ

とです。

律」（通称：障害者差別解消法）と、

漢字表記です。「定義は……」とこ

こで続けなくても、ネットで検索す

るとすぐに出てきますね。　

　問題は、表記や定義ではなく、私

たちがあまりにも知らないことが多

すぎること、ではないでしょうか。

　知らないと、その人と付き合える

か否かもわかりません。知らないと、

無用に恐怖心などを煽（あお）るこ

とにもなりかねません。やはり知る

ことは大切です。

　知る機会は大切だけど、じつはそ

の機会も多くはないのが現状です。

「バリバラ」を引き合いに出したの

は、まず知らないとどうにもならな

い、まず知ることから始めるには適

当（手軽、身近、選択できる＝途中

で見ることをやめることもできる）
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